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あなたも平和委員会に入会しませんか
平和を実現するのは、ひとりひとりの力です。平和を実現するのは、核兵器と軍事同盟に固執している勢力を包囲し、孤立させる平和の世論と運動、そして一人ひとりの力です。平和委員会は、平和を願う人なら誰でも入会でき、一人ひとりの平和への想いや願いを出し合い、みんなで話し協力し平和を広げる団体です。あなたも真の平和を実現するために一緒に活動してみませんか。

　平和のために　私たちにもできることがある。～平和について学ぶこと、平和を語りかけること、平和のために歩くこと、平和の仲間をふやすこと。
＜平和委員会のあゆみ＞
戦争も核兵器もない平和な世界、軍事同盟も基地もない平和な日本をつくるために学習、調査、交流、宣伝、告発、抗議行動など多彩な活動をしているＮＧＯです。「再び戦争への道は許さない」「広島、長崎の原爆の惨禍を繰り返させるな」という国民の願いを集めて１９４９年に結成されて以来、一貫して原水爆禁止運動や安保・基地反対の先頭にたって行動し、現在都道府県ごとの平和委員会を組織して全国に約２万人の個人会員を組織し、月３回の機関紙「平和新聞」と月刊「平和運動」誌を発行しています。１９８６年からは日米軍事同盟打破、基地撤去の日本平和大会の成功のために頑張っています。
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＜3人集まれば平和委員会＞
3人から平和委員会をつくれます。職場や地域、学校またはサークル、友達どうしで平和を願う仲間が3人集まれば、平和委員会をつくることができます。みんなの要求やアイデアをだしあって楽しく活動します。
京都全体では京都平和委員会として９００名近くの会員が活動していて、「山科平和を守る会」「舞鶴平和委員会」「福知山平和委員会」「乙訓平和委員会」「中京郵便平和を考える会」「立命館平和の会」など職場や地域に基礎組織があります。
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京 都 平 和 委 員 会

e-mail：kyo-hei@crest.ocn.ne.jp　ＴＥＬ：075-811-3203　ＦＡＸ：075-811-3213

〒604-8854　京都市中京区壬生仙念町30-2　ラボール京都内　京都原水協気付


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　入 会 申 込 書　　　（記入日　20　　年　　　月　　日）　
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（ふりがな）),お名前)：

	２０　　　年　　　月　　　日　生　（　男　・　女　）

	ご住所・連絡先：〒

ＴＥＬ

	携帯やﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽなど：

	入会の案内（希望される項目を選んでいただき○に印をしてください）

○入会します。京都平和委員会会費は1ヶ月３００円です。

○平和新聞を購読します。1ヶ月４７０円（送料１２６円）で月3回平和新聞が届きます。

○平和の情報誌「平和運動」を購読します。1ヶ月３００円（送料６３円）で月1回発行します。

	（新聞・請求書等の）送付希望先：〒
ＴＥＬ：

	入会の抱負など：


※メール、ＦＡＸ等でも受け付けております
e-mail：kyo-hei@crest.ocn.ne.jp　ＴＥＬ：075-811-3203　ＦＡＸ：075-811-3213

京 都 平 和 委 員 会










第4条（構成)　この会は、思想・信条・政派の違いをこえて、規約に賛同する個人をもって構成される個人加盟の団体です。


第9条　この会の基礎組織は職場・地域・学園平和委員会です。基礎組織は3名以上の会員でつくります。基礎組織は、責任者をおき全員の話し合いにもとづいて活動します。


第23条　各会費の額はつぎのとおりです。


1.会費は月額300円以上とし、その額は都道府県ごとに決めます。都道府県平和委員会は、会員一名につき月100円を納入します。経済的困難など特別の事情のある場合は減額措置をとることができます。ただし、学生会員の会費については、中央への納入額を50円とし、額は都道府県ごとにきめます。





日本平和委員会規約（抜粋）


第1条（名称）　この会は、日本平和委員会とよび、事務所を東京都内におきます。


第2条（目的）　この会は、あらゆる人々の平和の願いをもとにし、戦争と侵略の政策、すべての多民族支配に反対し、日本と世界の平和の確立に寄与することを目的とします。


第3条（事業）　この目的を実現するために、つぎの事業をおこないます。


1.平和のために、ひろく国民によびかけて、あらゆる必要な行動をおこないます。


2.平和新聞と雑誌「平和運動」を発行します。


3.思想・信条・政派の違いをこえて平和のために寄与する国内のあらゆる団体、個人と手をつないで活動します。


4.世界平和評議会に加盟し、世界平和運動の発展に寄与します。


5.この会と目的を同じくする国際団体、各国平和団体と連絡し、協力します。








